
方
で
、
夜
に
な
る
と
狼
と
一
緒
に
ニ
ワ
ト

リ
を
盗
み
に
来
る
人
間
の
子
が
二
人
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
育
児
院
に
保
護
さ
れ
た
当

初
、
二
人
と
も
行
動
す
る
時
は
四
つ
ん
這

い
に
な
り
立
つ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

ス
ー
プ
を
飲
む
時
も
犬
猫
の
よ
う
に
舌
で

吸
っ
て
飲
み
、
腐
っ
た
肉
で
も
平
気
で
食

べ
、
夜
に
な
る
と
外
に
出
て
遠
吠
え
を
し
、

重
な
り
あ
っ
て
寝
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
子
ど
も
は
狼
の
親
に
育

て
ら
れ
た
た
め
、
人
間
の
子
ど
も
で
あ
っ

て
も
、
狼
社
会
で
狼
に
な
る
こ
と
を
学
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
そ
の
後
育
児
院
の
牧
師
夫
妻
の
愛
情
を

う
け
て
成
長
す
る
の
で
す
が
、
五
年
か
か
っ

て
や
っ
と
コ
ッ
プ
で
水
を
飲
め
る
よ
う
に

な
り
、
六
年
後
着
物
を
着
な
い
と
外
出
で

き
な
く
な
り
置
き
去
り
に
さ
れ
た
時
に
は

悲
し
み
の
あ
ま
り
涙
を
流
し
、
は
じ
め
て

人
間
と
し
て
の
感
情
を
取
り
戻
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
し
た
。

　
人
間
は
人
間
の
子
と
し
て
生
ま
れ
て
も
、

人
間
に
な
れ
る
、
と
は
限
ら
な
い
。
狼
に

も
な
り
う
る
存
在
な
の
で
す
。

　
人
間
の
子
が
人
間
と
し
て
人
間
ら
し
い

心
を
も
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
の
な
か
で
生
活
し
て
、
は

じ
め
て
可
能
に
な
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
三
十
年
、
皆
様
に
は
清
々
し
い
初

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
わ
た
く
し
ど
も
秋
田
至
仁
会
は
、
創
立

百
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。
更
生
保
護
施
設

の
目
的
は
被
保
護
者
本
人
が
健
全
な
社
会

生
活
を
営
む
よ
う
に
補
導
す
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
職
員
は
面
接
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
そ
の
他
の
教
育
的
・
レ
ク
的
集
団

活
動
・
生
活
指
導
や
行
事
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
し
て
被
保
護
者
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
Ｓ
Ｓ
Ｔ
を
と
り
入
れ
、
口
で
教

え
る
、
助
言
す
る
、
励
ま
す
と
い
う
方
法

だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
チ
の

よ
う
に
、
職
員
が
本
人
に
説
明
し
、
や
っ

て
み
せ
、
本
人
に
職
員
の
目
の
前
で
練
習

し
て
も
ら
う
。
又
、
高
齢
又
は
障
害
に
よ

る
自
立
困
難
者
・
薬
物
犯
・
性
犯
・
放
火
犯
・

暴
力
犯
等
の
自
立
困
難
者
へ
の
対
応
、
刑

務
所
出
所
者
等
の
社
会
復
帰
と
再
犯
防
止

な
ど
、
多
岐
に
渉
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
更
生
保
護
活
動
に
携
わ
る
同
士

と
し
て
、
人
間
の
子
が
、
人
間
の
子
と
し

て
生
ま
れ
て
も
、
お
か
れ
た
状
況
に
よ
り

い
か
よ
う
に
で
も
変
わ
り
う
る
存
在
で
あ

る
こ
と
は
お
互
い
に
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
二
十
年
ほ
ど
前
、「
狼
に
育
て
ら
れ
た
子
」

と
い
う
本
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
九
二
〇
年
、
イ
ン
ド
の
ベ
ン
ガ
ル
地

良
き
環
境
を

　  

更
生
保
護
法
人
　
秋
田
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仁
会

理
事
長
　
小

　熊
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保
護
司
退
任
座
談
会

　
十
一
月
三
十
日
秋
田
保
護
観
察
所
に

お
い
て

原
博
保
護
司
出
席
の
も
と
保

護
司
退
任
座
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
五
島
所
長
か
ら
法
務
大
臣
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
、
新
野
県
保
連
常
務
理
事
か

ら
は
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
昼
食
を
交
え
な
が
ら
の

座
談
会
で
は
長
年
の
保
護
司
人
生
の
中

で
担
当
し
て
苦
労
し
た
ケ
ー
ス
や
思
い

出
話
な
ど
感
慨
深
げ
に
話
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

　
退
任
さ
れ
て
か
ら
も
自
己
の
向
上
心

を
燃
や
し
続
け
た
い
と
語
ら
れ
た
言
葉

の
な
か
に
、
ど
ん
な
困
難
に
も
ゆ
ら
ぐ

こ
と
の
な
い
保
護
司
の
共
通
の
思
い
の

力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長

い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 

第
五
十
回
秋
田
県
更
生
保
護
記
念
大
会

開
催
に
つ
い
て

★�

第
五
十
回
秋
田
県
更
生
保
護
記
念
大
会

・
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日

・
秋
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

・
内
容
　
別
掲

★
地
区
保
護
司
会
長
等
連
絡
協
議
会

・
平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日

・
秋
田
市
「
ル
ポ
ー
ル
み
ず
ほ
」

・
地
区
会
長
　
地
区
事
務
局

　
県
保
連
理
事
等

・
協
議
事
項

　 
社
明
モ
デ
ル
地
区
・
ブ
ロ
ッ
ク
別
更
生

保
護
研
究
会
結
果
報
告

　
地
域
推
進
事
業
結
果
報
告
等

★
東
北
管
内
保
護
司
会
長
・
事
務
局
長
会
議

・
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
四
・
十
五
日

・
福
島
県
福
島
市

・
県
保
連
三
名
が
出
席

・
主
な
内
容
・
協
議
事
項

　
各
県
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
等

　
十
月
二
十
七
日
、
青
森
県
保
護
司
会
連

合
会
理
事
の
方
々
が
来
秋
し
、
秋
田
県
保

護
司
会
連
合
会
役
員
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の

中
、
就
労
支
援
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
両
県
の

実
情
等
も
踏
ま
え
今
後
の
保
護
司
活
動
の

在
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
秋
田
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
長
年
の
ご
功
労
に
よ
り
、
次
の
方
々
に
第

五
十
回
秋
田
県
更
生
保
護
記
念
大
会
で
表

彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
・ 

更
生
保
護
法
人
全
国
更
生
保
護
法
人

連
盟
表
彰
　
沢
木
則
明
副
理
事
長

　
・ 

更
生
保
護
法
人
秋
田
県
更
生
保
護
援

護
協
会
理
事
長
感
謝
状
　
湯
沢
地
区

保
護
司
会

　
平
成
二
十
九
年
七
月
以
降
に
御
寄
附
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金

　二
十
万
円

櫻
田
　
元
宏
　

様

一
金

　十
万
円

小
熊
　
良
悦 

様

ユ
ー
ア
イ
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
　
様

★
第
二
回
理
事
会

・
平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日

・
秋
田
保
護
観
察
所

・
主
な
協
議
事
項

　
当
協
会
運
営
に
対
し
ま
し
て
ご
寄
附
を

戴
き
ま
し
た
皆
様
、
ま
た
普
通
会
員
・
賛
助

会
員
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

青
森
県
連
役
員
と
の
意
見
交
換
会

　
社
明
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
秋
田
県
コ
ン

テ
ス
ト
に
は
、
小
学
校
一
一
二
作
品
　
中

学
校
一
八
三
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
次
の

方
々
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

日
本
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞

�

（
優
秀
賞
）

　 

五
城
目
町
立
五
城
目
小
学
校
六
年

 

渡
部
　
日
菜

　
　「新
聞
の
主
役
」

秋
田
県
推
進
委
員
会（
優
秀
賞
）

▽
小
学
生
の
部

　
秋
田
市
立
保
戸
野
小
学
校
六
年

 

山
正
羽
菜
子

　
　「「
お
は
よ
う
」
の
一
言
で
」

　
鹿
角
市
立
花
輪
北
小
学
校
六
年

 

柴
田
　
春
音

　
　「つ
な
が
り
の
大
切
さ
」

▽
中
学
生
の
部

　
大
仙
市
立
協
和
中
学
校
三
年

 

齋
藤
　
亜
海

　
　「地
域
の
支
え
」

　
湯
沢
市
立
雄
勝
中
学
校
一
年

 

髙
橋
　
優
流

　
　「私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

　
秋
田
市
立
秋
田
東
中
学
校
三
年

 

篠
田
　
真
名

　
　「お
じ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
」

★
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

全
国
入
賞
お
め
で
と
う
!!

第
六
十
七
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

秋　田　更　生　保　護 第 67 号（2）平成 30 年１月１日

篤
志
者
寄
附
金
の
御
芳
名

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会
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ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
二
〇
一
七

�

高
齢
者
達
の
熱
き
戦
い

本
荘
地
区
保
護
司
会

�

小
松
　
幸
円

　
小
学
校
四
年
生
の
秋
か
ら
剣
道
を
習

い
始
め
今
年
で
六
十
年
、
図
ら
ず
も
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
二
〇
一
七
の
剣
道

交
流
大
会
に
出
場
さ
せ
て
頂
き
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
し
た
。

が
、「
秋
田
優
勝
」
の
四
文
字
が
重
く
圧

し
掛
か
り
果
た
し
て
・
・
・
の
不
安
も

大
き
く
被
さ
っ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ

り
ま
し
た
。
剣
道
の
選
手
の
出
場
構
成

は
、
六
十
歳
以
上
上
限
な
し
、
そ
の
中

で
一
チ
ー
ム
（
七
十
歳
以
上
一
人
以
上
、

六
十
五
歳
以
上
一
人
以
上
）
計
五
人
で

編
成
す
る
と
い
う
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
な

ら
で
は
の
競
技
規
則
が
あ
り
、
こ
れ
に

従
い
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
秋
田
県
は
開
催
県
で
あ
り
、
三
チ
ー

ム
出
場
で
き
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
Ａ
チ
ー
ム
の
副
将
を
務
め
る
こ
と
に

な
り
、
緊
張
の
カ
タ
マ
リ
の
中
で
試
合

に
望
み
ま
し
た
。

　
九
月
十
日
、
十
一
日
、
秋
田
県
の
三

チ
ー
ム
を
含
め
て
全
六
十
七
チ
ー
ム
、

頂
点
を
目
指
し
て
の
戦
い
、
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
し
た
。

　
各
県
の
選
手
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

は
地
域
で
の
指
導
、
公
的
立
場
に
お
け

る
指
導
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々

世
界
保
護
観
察
会
議
に
出
席
し
て

能
代
地
区
保
護
司
会

�

煤
田
　
隆
一

　
七
月
下
旬
、
秋
田
保
護
観
察
所
よ
り

連
絡
が
あ
り
、
九
月
十
二
日
か
ら
十
四

日
ま
で
の
三
日
間
東
京
で
第
三
回
世
界

保
護
観
察
会
議
が
行
わ
れ
る
の
で
私
に

出
席
を
お
願
い
し
ま
す
と
の
事
で
し
た
。

　
会
議
会
場
は
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
、
初
日
の
十
二
日
は
十
五
時
か
ら

ア
ジ
ア
保
護
司
会
議
が
行
わ
れ
、
保
護

司
は
こ
の
会
議
よ
り
出
席
と
な
っ
て
お

り
会
場
入
り
し
ま
し
た
。
受
付
で
会
議

資
料
等
の
他
に
日
本
の
お
祭
り
で
使
用

さ
れ
る
手
拭
い
が
入
っ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
手
拭
い
に
関
し
て
は
二
日
目

に
そ
の
使
用
目
的
が
明
か
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
す
。
会
場
前
で
翻
訳
レ
シ
ー

バ
ー
を
受
け
取
り
ア
ジ
ア
会
議
の
開
会

と
な
り
ま
し
た
。
会
議
は
ア
ジ
ア
七
ヶ

国
百
五
十
人
程
の
参
加
で
各
国
保
護
司

の
活
動
状
況
、
保
護
司
と
し
て
の
条

件
、
現
状
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
カ

ナ
ダ
の
ポ
ポ
リ
ー
ノ
氏
の
総
評
で
会
議

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
ウ
エ
ル

カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
世
界

四
十
ヶ
国
四
百
人
近
い
人
達
と
の
交
流

親
睦
会
で
一
日
目
を
終
え
ま
し
た
。

　
翌
十
五
日
は
世
界
保
護
観
察
会
議
の

始
ま
り
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

の
後
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
名
に

で
し
ょ
う
。
さ
す
が
に
百
戦
錬
磨
の
選

手
達
、
立
派
な
試
合
内
容
の
連
続
で
し

た
。

　「
相
手
を
射
る
よ
う
な
目
付
き
、
輝
い

て
い
る
眼
、
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
静

と
動
の
強
弱
の
表
現
を
表
わ
し
な
が
ら

の
味
の
あ
る
剣
道
」、
こ
の
会
場
に
い
る

選
手
の
方
々
皆
「
剣
道
が
好
き
な
ん
だ

な
〜
」
と
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
方
々
と
竹
刀
を
交
え
試

合
が
で
き
る
喜
び
、
嬉
し
さ
に
幸
せ
を

感
じ
た
二
日
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
秋

田
県
Ａ
チ
ー
ム
、
終
わ
っ
て
見
れ
ば
試

合
を
行
う
ご
と
に
選
手
同
士
の
信
頼
感
、

絆
、
そ
し
て
地
元
の
応
援
が
強
ま
る
の

を
感
じ
な
が
ら
、
目
標
で
あ
る
優
勝
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
因
み

に
秋
田
県
の
優
勝
は
初
め
て
だ
そ
う
で

二
重
の
喜
び
で
あ
り
ま
し
た
。

　
も
う
七
十
で
は
な
く
、
ま
だ
七
十
の

気
持
ち
に
て
経
験
を
い
か
し
、
保
護
司

活
動
に
も
頑
張
り
ま
す
。

よ
る
基
調
講
演
が
有
り
、
午
後
か
ら
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
四
ル
ー
ム
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
自
由
選
択
で
の
研
修
で
し

た
。
こ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
教
授
の
講
演

が
あ
り
会
議
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
尚
、

こ
の
日
は
ウ
エ
ル
カ
ム
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
場
所
を
変
え
て
行
わ
れ
、
余
興
で
阿

波
踊
り
の
一
行
が
入
場
し
て
前
日
渡
さ

れ
た
祭
り
の
手
拭
い
を
使
用
し
て
会
場

全
員
で
の
阿
波
踊
り
大
会
と
な
り
二
日

目
の
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
日
目
の
十
四
日
は
開
会
の
挨
拶
後
、

文
化
庁
長
官
で
金
工
作
家
の
宮
田
亮
平

氏
の
興
味
深
い
特
別
講
演
が
あ
り
、
こ

の
後
全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
日
本
を
始

め
五
ヶ
国
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
午

後
は
三
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
こ
の
後
は

休
息
が
あ
り
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ
で
愛
知

の
再
非
行
防
止
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理

事
長
高
坂
朝
人
氏
が
、
少
年
期
に
非
行

に
走
り
親
に
大
変
迷
惑
を
掛
け
た
話
し

が
あ
り
、
終
了
後
、
海
外
か
ら
の
参

加
者
が
全
員
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー

シ
ョ
ン
で
感
激
の
拍
手
を
送
っ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
二
年
後
の
第
四
回
目
の
開

催
国
と
な
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
シ
ド

ニ
ー
を
映
像
で
の
紹
介
が
あ
り
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
尚
、
秋
田
県
か
ら
は
私

一
人
の
公
的
な
参
加
で
し
た
が
他
県
の

更
生
保
護
関
係
者
と
交
流
で
き
た
事
は

非
常
に
あ
り
が
た
く
、
今
後
の
保
護
司

活
動
に
役
立
て
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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「�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ー
フ
テ
ィ
に

係
る
特
別
研
修
会
」
に
つ
い
て

　
去
る
十
二
月
四
日
県
内
各
地
区
保
護
司

会
の
代
表
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
当

庁
に
お
い
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ー
フ

テ
ィ
に
係
る
特
別
研
修
会
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
犯
罪
や
非
行
の
急
増
に
伴

い
、
保
護
観
察
対
象
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
す
る
事
案
も
増
え
、
そ
の

特
性
に
合
わ
せ
た
処
遇
が
ま
す
ま
す
欠
か

せ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
参
考
と
す
べ
く

実
施
し
た
も
の
で
す
。
秋
田
県
教
育
庁
生

涯
学
習
課
の
柏
木
睦
氏
を
講
師
に
迎
え
、

①
情
報
化
社
会
で
あ
る
以
上
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
は
で
き
な

い
こ
と
、
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が

受
信
・
閲
覧
か
ら
発
信
・
参
加
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
、
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安

全
に
使
う
た
め
に
知
っ
て
お
く
べ
き
の
四

つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
㋐
投
稿
し
た
文
章
や
写

真
等
は
世
界
中
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
、
㋑

い
っ
た
ん
投
稿
し
て
し
ま
っ
た
ら
全
て
を

取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、㋒
ネ
ッ

ト
上
で
は
匿
名
性
が
な
い
こ
と
、
㋓
ネ
ッ

ト
で
の
発
信
ト
ラ
ブ
ル
が
こ
れ
か
ら
の
人

生
に
影
響
し
て
し
ま
う
こ
と
）
な
ど
を
お

聞
き
し
、
今
後
の
処
遇
の
手
掛
か
り
を
得

る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
研
修
会
は
、
出
席
者
か
ら
他

の
保
護
司
の
方
々
に
講
義
内
容
を
広
め
て

い
た
だ
き
、
そ
の
知
識
を
共
有
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す

が
、
秋
田
県
教
育
庁
や
秋
田
県
警
察
本
部

に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
御
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
、
最
寄
り
の
機
関
か
ら
講
師
を
派
遣

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で
す
。
保

護
観
察
対
象
者
の
処
遇
の
み
な
ら
ず
、
更

生
保
護
女
性
会
が
実
施
し
て
い
る
子
育
て

支
援
等
の
御
参
考
に
も
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
の
で
、
そ
の
御
利
用
に
つ
い
て
、
各

事
務
局
等
で
御
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
更
生
保
護
施
設
秋
田
至
仁

会
の
事
業
に
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
の
秋
田
至
仁
会
の
現
状
に
つ
い
て
、

御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
末
現
在
、
今
年

度
の
当
会
の
収
容
率
は
約
六
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
り
、
昨
年
度
同
時
期
と
比
較
す

る
と
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

　
入
所
者
の
受
入
れ
は
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
受
刑
者
の
増
加
の
影
響

も
あ
る
の
か
、
働
き
盛
り
の
入
所
者
よ
り

も
高
齢
で
あ
っ
た
り
、
持
病
が
あ
っ
た
り

し
て
就
労
で
き
な
い
入
所
者
が
増
加
し
て

い
る
現
状
で
す
。

　
平
素
か
ら
、
当
機
構
の
活
動
に
対
し
、

御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
要
事
業
の
実
施
状
況
（
平

成
二
十
九
年
十
二
月
一
日
現
在
）
に
つ
い

て
、
こ
こ
に
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

① 

　
身
元
保
証
に
つ
い
て
は
、
六
名
の
保

護
観
察
対
象
者
・
更
生
緊
急
保
護
対
象

者
に
身
元
保
証
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

② 

　
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

昨
年
同
様
、
当
機
構
の
理
事
を
講
師
と

し
て
派
遣
し
、
出
席
し
た
七
名
の
保
護

観
察
対
象
者
・
更
生
緊
急
保
護
対
象
者

に
対
し
、
求
職
活
動
を
行
う
上
で
の
心

構
え
等
、
求
職
活
動
を
行
う
に
あ
た
り

必
要
な
知
識
全
般
に
つ
い
て
の
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

③ 

　
毎
年
、
秋
田
刑
務
所
で
開
催
さ
れ
て

い
る
職
業
訓
練
見
学
会
に
参
加
す
る
協

力
雇
用
主
へ
の
旅
費
助
成
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
年
は
県
内
全
域
か
ら
協
力
雇
用
主
七

社
が
見
学
会
に
参
加
し
、
秋
田
刑
務
所
で

実
施
し
て
い
る
職
業
訓
練
の
見
学
の
後
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

★
協
力
雇
用
主
開
拓
の
お
願
い
★

　
お
知
り
合
い
に
、「
協
力
雇
用
主
」
に
関

心
が
あ
る
、
も
し
く
は
、
協
力
雇
用
主
に

関
す
る
説
明
を
聞
き
た
い
と
い
う
事
業
主

の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

　
就
労
先
を
確
保
す
る
こ
と
は
再
犯
防
止

秋
　
田
　
至
　
仁
　
会

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

　
こ
の
た
め
、
転
入
届
や
健
康
保
険
の
手

続
き
の
た
め
に
、
市
役
所
等
に
当
会
の
職

員
が
同
行
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
機
会

が
、
以
前
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
退
所
先
の
住
居
が
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
い
入
所
者
に
対
し
て
は
、
職
員

も
住
居
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

退
所
後
も
本
人
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
冬
に
な
る
と
体
調
を
崩
す
入
所

者
が
増
え
ま
す
。
以
前
、
施
設
内
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
蔓
延
し
た
苦
い
経
験
を
踏

ま
え
て
、
入
所
者
に
対
し
て
は
、
う
が
い

や
手
洗
い
の
徹
底
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
自
身
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る
等
し
て
、
施
設
内
に

お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
拡
散
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
三
十
年
一
月
か
ら
、
更
生

保
護
施
設
に
お
け
る
職
員
の
配
置
基
準
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
当
会
に
お
い

て
も
、
補
導
職
員
が
一
名
増
員
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
質
の
高
い

処
遇
を
目
指
し
、
一
層
の
努
力
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。
引
続
き
、
皆
様
の
御
支

援
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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★
秋
田
矯
正
展

　
七
月
二
日
、
秋
田
刑
務
所
で
開
催
。
学
生

会
員
が
多
数
参
加
。

★�

第
六
十
七
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間

　
七
月
三
日
、
秋
田
駅
東
西
連
絡
自
由
通
路

で
秋
田
地
区
会
が
中
心
と
な
り
広
報
活
動
。

社
明
運
動
広
報
資
材
の
配
布
を
行
っ
た
。

★
Ｂ
Ｂ
Ｓ
運
動
発
足
七
十
周
年
記
念
行
事

　
皇
太
子
同
妃
両
殿
下
御
臨
席
の
下
、
九
月

二
十
三
日
、
東
京
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
菅
原

会
長
ほ
か
二
名
が
出
席
。
湯
沢
地
区
井
上
勝

会
員
が
法
務
大
臣
感
謝
状
、
秋
田
地
区
竹
中

洋
平
会
員
が
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
表
彰

を
受
賞
。

★
第
五
十
八
回
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
中
央
研
修
会

　
九
月
二
十
三
、二
十
四
日
、
東
京
の
国
立

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
学
生
会
員
ほ
か
一
名
が
参
加
。

★
第
五
十
回
秋
田
県
更
生
保
護
記
念
大
会

　
十
一
月
十
日
、
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
、
菅
原
会
長
が
大
会
宣
言
の
読
み
上
げ

に
向
け
た
貴
重
な
一
歩
に
な
り
ま
す
。
皆

様
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
協
力
雇
用
主
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
送
付
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

を
行
っ
た
。

★�

「
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
」青
年
教
室
の
通
年

開
催

　
秋
田
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
が
中
心
と
な
り
、
障

が
い
の
あ
る
青
少
年
と
地
域
行
事
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
余
暇
活
動
を
楽
し

む
交
流
を
毎
月
第
四
日
曜
日
に
行
っ
て
い

る
。
十
一
月
は
明
徳
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
お
好
み
焼
き
や
ケ
ー
キ
作
り
、

十
二
月
は
秋
田
大
学
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

行
い
、
交
流
を
深
め
た
。

★
天
使
園
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
秋
田
市
保
戸
野
に
あ
る
児
童
養
護
施

設
・
聖
園
天
使
園
の
子
ど
も
た
ち
の
宿
題

を
手
伝
っ
た
り
、
勉
強
を
教
え
た
り
す
る
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
毎
週
土
曜
日
の
午
前

中
に
行
っ
て
い
る
。
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★
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
九
月
二
十
七
日
〜
二
十
八
日
山
形
県
上
山

市
「
日
本
の
宿
古
窯
」
に
て
開
催
さ
れ
、
秋

田
県
よ
り
東
北
地
方
女
性
連
盟
太
田
宥
子
会

長
始
め
十
六
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
千
葉
景
子
会
長
よ

り
「
東
北
元
気
で
す
か
？
花
は
咲
い
て
い
ま

す
か
？
」
と
い
う
講
話
を
頂
き
研
修
に
入
り

ま
し
た
。
研
修
の
主
題
は
「
地
域
か
ら
、
よ

り
頼
ら
れ
る
更
生
保
護
女
性
会
を
目
指
し

て
」。副
題
は
第
一
分
科
会「
東
日
本
大
震
災
、

原
発
事
故
か
ら
六
年
経
過
し
た
今
、
こ
れ
か

ら
の
具
体
的
な
更
女
活
動
に
つ
い
て
」
司
会

を
二
ツ
井
地
区
齋
藤
正
子
会
長
が
担
当
、
第

二
分
科
会
「
女
性
の
特
性
を
生
か
し
、
会
員

一
人
ひ
と
り
の
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
地
域
活

動
に
つ
い
て
」
第
三
分
科
会
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
も
含
め
た
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
支
え
る
今
日
的
か
つ
具
体
的
な
活
動
に

つ
い
て
」
報
告
を
由
利
本
荘
地
区
中
川
節
子

会
長
が
担
当
、
第
四
分
科
会
「
更
生
保
護
女

性
会
綱
領
等
の
再
認
識
を
踏
ま
え
た
会
員
の

意
欲
向
上
や
、
識
見
を
深
め
る
た
め
の
効
果

的
な
研
さ
ん
、
活
動
実
践
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
」
各
分
科
会
熱
心
な
討
議
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

★
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

　
十
月
十
七
日
〜
十
九
日
、
東
京
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
八
峰
地
区
金
谷
由
紀
子
会
長
、
秋
田

地
区
小
松
弘
子
会
員
が
参
加
、「
地
域
を
編

む
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
講
義
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
研
修
し
ま
し
た
。

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
員
研
修
会

　
十
一
月
二
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

県
内
各
地
区
会
よ
り
会
員
百
三
十
五
名
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
秋
田
保
護
観
察

所
五
島
伸
一
所
長
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、

「
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会
」

各
分
科
会
、「
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中

央
研
修
」
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
の
研
修
は
秋
田
地
区
保
護
司
会
保
護

司
の
参
加
も
得
て
、
か
け
が
え
の
な
い
命
と

向
き
合
っ
て
活
動
し
て
い
る
保
護
司
が
モ
デ

ル
の
映
画
「
君
の
笑
顔
に
会
い
た
く
て
」
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。
よ
り
良
き
地
域
社
会
と
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
大
人
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
、
更
生
保
護
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

９/27〜28開催の東北地方更生保護女性会員研修会で千葉日更女会長とともに（山形）



第50回　秋田県 更生保護記念大会 平成29年11月10日（金）
秋田市文化会館大ホール

　
去
る
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日

（
金
）、
穏
や
か
な
天
候
の
も
と
、
秋
田

市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、
東
北
地

方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
ほ
か
多
数

の
来
賓
の
ご
臨
席
の
下
、
保
護
司
を
は

じ
め
と
す
る
県
下
更
生
保
護
関
係
者
約

八
百
五
十
人
の
参
加
を
得
て
、
第
五
十

回
秋
田
県
更
生
保
護
記
念
大
会
が
厳
粛

か
つ
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
大
会
に
は
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
も
駆
け

つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
加
藤
忠
輔
秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

副
会
長
の
開
催
の
こ
と
ば
に
は
じ
ま
り
、

続
い
て
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 
＂

秋
田
県
推
進
委
員
会
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞
の
渡
部
日
菜
さ
ん
（
五
城
目
町

立
五
城
目
小
六
年
）、齋
藤
亜
海
さ
ん（
大

仙
市
立
協
和
中
三
年
）
が
作
文
を
朗
読

し
ま
し
た
。

　
次
に
、「
わ
ら
び
座
」
山
川
龍
巳
氏
が

「
地
域
に
生
き
る
劇
団
」
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
わ
ら
び
座
の

劇
団
員
五
名
に
よ
る
秋
田
民
謡
「
ド
ン

パ
ン
節
」
は
客
席
と
手
遊
び
で
一
体
と

な
り
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行

わ
れ
、
ま
た
、
歌
と
踊
り
・
太
鼓
の
演

奏
は
圧
巻
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
顕
彰
式
典
に
移
り
、
県
下

の
更
生
保
護
事
業
に
ご
功
績
の
あ
っ
た

方
々
の
顕
彰
を
行
う
と
と
も
に
今
後
ま

す
ま
す
の
更
生
保
護
の
発
展
を
祈
念
し
、

大
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

顕
　彰

○
叙
勲
・
褒
章
（
更
生
保
護
功
労
・
功
績
）

　
・
瑞
宝
双
光
章 

二
名

　
・
藍
綬
褒
章 

二
名

○
法
務
大
臣
表
彰 

十
四
名

○
法
務
大
臣
感
謝
状 

一
団
体

○
更
生
保
護
法
人
表
彰

　（
更
生
保
護
法
人
役
職
員
） 

一
名

そ
の
他

○
保
護
司 

百
七
十
一
名

○
内
助
功
労
者 

三
十
六
名

○
更
生
保
護
女
性
会
員 

百
四
十
名

○
協
力
団
体 

一
団
体

○
民
間
協
力
者 

一
団
体

○
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
作
文

　
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀
賞
入
賞
者 

六
名

　
以
上
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
、

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
受
賞
者
を
代
表
し
て
秋
田
地
区

保
護
司
会
の
藍
原
博
保
護
司
か
ら
謝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長

齋
場
昌
宏
氏
、
ま
た
急
き
ょ
国
会
の
合

間
を
ぬ
っ
て
金
田
勝
年
前
法
務
大
臣
が

駆
け
つ
け
て
下
さ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
大
会
宣
言
文
を
菅
原
大
秋

田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
が
読
み
上
げ
満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
最
後
に
斎
藤
正

子
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
副
会
長

の
こ
と
ば
に
よ
り
第
五
十
回
秋
田
県
更

生
保
護
記
念
大
会
の
全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
本
大
会
の
準
備
・
運
営
は
秋

田
地
区
保
護
司
会
・
秋
田
地
区
更
生
保

護
女
性
の
会
の
御
協
力
が
あ
り
ま
し
た

こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

 

（
文
責
　
新
野
）

秋　田　更　生　保　護 第 67 号（6）平成 30 年１月１日

ホールでホゴちゃんお出迎え

わらび座の皆さんによる「ドンパン節」 わらび座山川龍巳氏
によるご講演

作文コンテスト入賞者への記念品贈呈

50回の節目の
重さを感じた

（Y・S）

大会初来秋、
ホゴちゃんが

会場を和ませて
くれた（T・K）

わらび座のアトラクションで
会場が一体となっていた

（M・S）

参加者から一言　



第50回　秋田県
秋　田　更　生　保　護（7）第 67 号 平成 30 年１月１日

第51回
秋田県更生
保護大会

平成30年 

11月８日㈭
秋田市文化会館（大ホール）
にて開催されます

会場を盛り上げた手遊び

太田宥子東北地方更生保護女性
連盟会会長からの感謝状贈呈

小畑理事長から
感謝状の伝達

佐藤達郎東北地方保護司
連盟会長から表彰状の伝達

法務大臣表彰の方々へメダル・記念品贈呈 五島伸一秋田保護観
察所長のあいさつ

齋藤正子秋田県更生保護
女性連盟副会長の閉会の

ことば

宮原文彌秋田県保護司会連合会会長の式辞 和太鼓の演技には圧巻

受章者を代表しての謝辞大会宣言文の朗読

法務大臣表彰の方々

金田前法務大臣の祝辞



　
編
集
委
員

　
　
　
櫻
田
　
元
宏
（
編
集
委
員
長
）

　
　
　
加
賀
谷
文
秋
　
　
新
野
　
建
臣

　
　
　
北
林
　
暢
子
　
　
石
黒
か
ほ
る

　
　
　
伊
藤
　
妙
子
　
　
久
野
　
昌
美

　
　
　
高
橋
　
　
毅
　
　
菊
地
　
皆
美

編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
六
十
七
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
学
道
用
心
集
の
第
六
章
は
「
参
禅
に
知
る
べ

き
事
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
参
禅
と
い
う
こ

と
は
、
禅
に
参
ず
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
他

の
者
が
参
ず
る
の
で
は
な
く
、
自
己
が
坐
禅
を

組
む
訳
で
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
が
「
只
管
打

坐
」
の
境
界
に
入
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
参
禅

と
言
い
ま
す
と
何
か
他
の
人
が
坐
禅
を
す
る
と

い
う
よ
う
に
思
い
が
ち
で
、
他
人
事
に
思
う

方
々
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
場
合

参
禅
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
が
、
自
己
が

参
ず
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
如
浄
禅
師
さ
ま
は
参
禅
は
第
一
に

睡
す
る

こ
と
な
か
れ
。
す
る
け
た
根
性
を
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
と
、
強
く
お
戒
め
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
学
道
者
は
常
に
禅
と
真
剣
に
取
り
組
む
、
自

己
が
禅
そ
の
も
の
に
な
り
き
る
。「
三
昧
王
三

昧
」
と
申
し
ま
す
が
、
そ
の
境
地
に
至
る
色
々

な
工
夫
が
参
禅
で
あ
り
ま
す
。

　
人
間
は
ど
う
に
か
す
る
と
、
今
日
随
分
厳
し

か
っ
た
か
ら
放
参
に
し
よ
う
と
か
、
い
や
一
時

間
仕
事
を
休
も
う
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
懈

怠
の
心
を
起
こ
し
が
ち
で
す
が
、
そ
う
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　
念
誦
の
中
に
も
申
し
ま
す
、

　「
こ
の
日
巳
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、
命
も
亦
随
っ

て
減
ず
、
少
水
の
魚
の
ご
と
し
、
斯
に
何
の
楽

し
み
か
有
ら
ん
。
衆
等
当
に
勤
め
精
進
し
て
頭

燃
を
救
う
が
如
く
す
べ
し
」
僅
か
な
お
言
葉
で

あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
が
大
切
に
心
し
て
日
々

念
頭
に
刻
み
、
全
身
心
を
挙
し
て
、「
こ
の
日

す
で
に
過
ぎ
ぬ
れ
ば
」
明
日
は
な
い
の
で
す
。

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
己
の
命
が
あ
る
か
な
い
か
は
分
か

ら
な
い
。
そ
の
こ
と
に
思
い
を
至
ら
せ
る
時
に
、

一
瞬
一
瞬
が
大
切
な
時
間
で
あ
り
、
命
で
あ
り

ま
す
。

 

櫻
田
　
元
宏

保
護
司
の
異
動

　瑞
宝
双
光
章

　（更
生
保
護
功
労
）

米
　
谷
　
民
　
憲

（ 

潟
上
湖
東
地
区
保

護
司
）

冨
　
塚
　
俊
　
朗

（
大
曲
地
区
保
護
司
）

　藍
　綬
　褒
　章

　（更
生
保
護
功
績
）

奈
　
良
　
德
　
男

（
能
代
地
区
保
護
司
）

栄
誉
に
輝
く

　
叙
勲
・
褒
章

萬
　
谷
　
憲
　
一
（
秋
田〔
臨
港
〕）

菅
　
原
　
み
ち
子
（
潟
上
湖
東
）

渡
　
部
　
隆
　
彦
（
潟
上
湖
東
）

菅
　
原
　
元
　
夫
（
鹿
　
　
　
角
）

田
　
中
　
忠
　
美
（
鹿
　
　
　
角
）

福
　
本
　
雅
　
治
（
鹿
　
　
　
角
）

佐
々
木
　
雅
　
也
（
鹿
　
　
　
角
）

伊
　
藤
　
　
　
久
（
本
　
　
　
荘
）

鈴
　
木
　
芳
　
紀
（
本
　
　
　
荘
）

佐
　
藤
　
政
　
利
（
大
　
　
　
曲
）

髙
　
橋
　
茂
　
則
（
大
　
　
　
曲
）

秋
の
叙
勲
・
褒
章

（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
日
）

　平
成
二
十
九
年
度
秋
の
叙
勲

及
び
褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

管
内
の
更
生
保
護
関
係
者
の

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に

よ
り
め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
な
お

一
層
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

菅
　
　
　
保
　
彦

 （
湯
沢
地
区
保
護
司
）

叙
位
叙
勲

　（瑞
宝
単
光
章
）

　（
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
九
日
付
）

　
大
歯
　
省
三（
秋
田（
中
央
）地
区
保
護
司
）

任
期
満
了
（
平
成
29
年
11
月
30
日
付
）

　
次
の
方
々
が
保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を

祈
念
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

　
原
　
　
　
博
（
秋
田〔
臨
港
〕）

藤
　
田
　
ヤ
　
ヱ
（
能
　
　
　
代
）

澤
　
井
　
邦
　
彦
（
大
　
　
　
館
）

依
願
解
嘱
（
平
成
29
年
12
月
31
日
付
）

伊
　
藤
　
芳
　
樹
（
秋
田〔
臨
港
〕）

山
　
寺
　
栄
貴
子
（
潟
上
湖
東
）

新

　任
（
平
成
29
年
12
月
1
日
付
）

　
次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

桜
　
田
　
慎
一
郎
（
秋
田〔
東
〕）

平
　
川
　
英
　
勝
（
秋
田〔
東
〕）

金
　
　
　
美
智
子
（
秋
田〔
中
央
〕）

田
　
口
　
敏
　
夫
（
秋
田〔
中
央
〕）

武
　
内
　
伸
　
文
（
秋
田〔
中
央
〕）

中
　
嶋
　
清
　
実
（
秋
田〔
臨
港
〕）

柳
　
原
　
弘
　
之
（
秋
田〔
臨
港
〕）

　「
秋あ
き
た
い
ぬ

田
犬
」
は
秋
田
県
大
館
市
が
発
祥

の
地
で
、『
忠
犬
ハ
チ
公
』
の
生
誕
地
・

ふ
る
さ
と
で
も
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？

　
当
地
、
大
館
市
は
、『
忠
犬
ハ
チ
公
』

が
ご
縁
で
渋
谷
区
と
姉
妹
都
市
で
も
あ
り

ま
す
。

　
第
六
十
七
回
社
明
運
動
「
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
る
市
民
の
つ
ど
い
」（
平
成

二
十
九
年
七
月
一
日
）の
実
施
に
当
た
り
、

大
館
地
区
保
護
司
会
の
企
画
で
、
大
館
市

「
秋
田
犬
ふ
れ
あ
い
隊
」
の
秋
田
犬
『
あ

こ
（
メ
ス
一
歳
）』
と
県
外
か
ら
秋
田
犬

の
世
話
だ
け
の
た
め
移
住
し
た
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
」
の
女
性
も
参
加
し
、
人
犬

一
体
で
の
行
進
（
約
五
百
m
）
を
行
い
ま

し
た
。

 
《 

大
館
地
区
保
護
司
会
：
濱
松
貞
市 

記
》

わ
ん
ダ
フ
ル

秋　田　更　生　保　護 第 67 号（8）平成 30 年１月１日


